
 

 

（７）令和２年度流山市水道事業報告書  

ア  総括事項  

令和２年度の水道事業は、平成２２年度に策定した流山市水道

事業基本計画（平成２３年度～平成３２年度）（以下「基本計画」

という。）の「市民への安全な水の安定供給をめざして」を基本

方針とし、流山市水道事業に係る認可（以下「第７次拡張変更認

可」という。）及び平成３１年４月に改定した流山市水道事業経

営戦略に基づいて事業を実施した。  

また、この基本計画が平成３２年度（令和２年度）にその計画

期間を終了することから、令和 ３年度から令和 １ ２年度までの 

１０年間を計画期間とした「流山市水道事業基本計画」（水道ビ

ジョン）を策定した。  

収入面において、給水収益については本市の人口増加に伴い、

年間有収水量が伸びたことにより、前年度に比べ税抜きで５．８９

パーセント（１７７，０９０，６７８円）の増となった。  

水道事業を取り巻く環境として、緊急事態宣言による在宅勤務

や外出自粛により、給水人口の伸び率２．１９パーセントに対し、

年間有収水量の伸びは６．５６パーセントと、一人当たりの給水

量は大幅に増加した。  

運営面においては、浄水場の運転管理業務及び維持管理等業務

委託、給水装置関連及び漏水修理等業務委託並びに上下水道料金

等徴収業務委託について継続して民間に委託し、水道利用者の利

便性の向上と効率的な運営に努めた。  

なお、上下水道料金徴収等業務委託については、令和２年度で

５年間の契約期間が終了することから、令和３年度より新たな契

約受託者をプロポーザルにより決定した。  

また、水道事業のＰＲ活動のため、上下水道局で発行している

広報紙についても継続して発行した。  



 

 

このほか、千葉県南部地域で、水道管の漏水事故等が発生した

ため、千葉県水道災害相互応援協定に基づき、応援職員や給水車

を派遣し、給水活動に努めた。  

イ  建設事業  

基本計画及び第７次拡張変更認可に基づき、既設浄水場の改修

を実施したほか、配水管の改良、拡張工事を実施した。  

既設浄水場の自己水源の改修については、東部浄水場３号井戸

及び５号井戸の更生工事を実施した。また、新しい水源井として、

おおたかの森浄水場に２井、西平井浄水場に１井の新設井戸の建

設を開始した。  

このほか、既設浄水場の改修工事として、西平井浄水場の水処

理施設の更新工事を令和２・３年度の継続事業で実施している。  

浄水場運転及び維持管理等業務については、令和元年度から  

令和５年度まで５年間の委託契約を行い、水道水の安定供給を遂

行している。  

一方、配水施設整備事業は、給水区域の安定した給水と一定の

水圧を確保するため、配水管の口径変更と塩化ビニル管等を、地

震に強いダクタイル鋳鉄管や水道配水用ポリエチレン管に改良す

る配水管改良工事２２件、延長７ ,３４５．０メートル、越谷流

山 線 バ イ パ ス 道 路 整 備 に 伴 う 配 水 管 切 り 回 し 工 事 １ 件 、 延 長  

１６５．１メートル、試掘工事１件、舗装本復旧工事４件、面積

３，０２０．３平方メートルを実施した。  

また、未給水区域の解消を図るため、配水管拡張工事２件、  

延長１，５８２．２メートルを実施した。  

さらに、つくばエクスプレス沿線整備事業に係る配水管拡張工

事として、木地区、運動公園周辺地区における拡張工事２件、延

長１，９３７．６メートルを実施し、安心・安全な水の安定供給

追求を図った。  



 

 

ウ  業務の状況  

令和２年度末の給水人口は１９９，５０４人で、 前 年度に比べ  

４，２７４人増加し、給水普及率は９９．６１パーセントとなった。 

年間有収水量は１８，７８０，７１９立方メートルとなり、前年

度に比べ１，１５５，４５１立方メートルの増となった。  

また、水道料金等の不納欠損金処理は２１６件７６５，０３６円

で、前年度に比べ件数では７７件の減、金額では９１，９６５円

の減となった。  

このほか、給水申込納付金の調定状況は、マンション等建築の増

加 に よ り 、 件 数 で ２ ２ 件 増 の ２ ， ４ １ ０ 件 、 金 額 で は 税 込 み で  

２８，５３０，８００円増の６８０，３５０，０００円となった。 

臨時給水については、件数では２１９件減の６３７件、金額では

税 込 み で ２ ， ８ ６ ５ ， ８ ５ ３ 円 減 の ３ ５ ， ７ ７ ８ ， ２ ２ ０ 円 と  

なった。  

エ  経理の状況  

収益的収入は４，６０３，６５１，１９３円（税込み）で前年度

に比べ２７６，６７５，５５０円の増収となった。  

この主な要因は給水収益の増加によるものである。  

一方、収益的支出は３，４１０，５５２，９９７円（税込み）で、

前年度と比べ４４９，８３７，４８５ 円の減額となった。この主

な要因は、前年度は収益的支出から支払っていた 一般会計への納

付金を資本的支出から支出することにしたためである。  

このような状況の中、令和２年度の損益は、税抜きによる収益的

収 入 が ４ ， ２ １ ６ ， ３ ９ ９ ， ８ ４ １ 円 、 収 益 的 支 出 が  

３，１１６，３９７，０５１円で、収入から支出を差し引くと、

１，１００，００２，７９０円の純利益を計上することができた。 

資本的収入は９１８，１８１，７４６円（税込み）で前年度に比

べ５５９，６０８，０７０ 円の増収 となった。その主な要因は、

下水道事業会計へ の貸付金を出資金に切り替えるため 貸付金８億



 

 

円の償還を受けたことによるものである。  

一方、資本的支出は３，１８７，２２２，９６９円（税込み）で、

前年度に比べ８３８，２５５，５０５ 円の増加となった。その主

な要因は、下水道事業会計への 出資金１０億円（うち、貸付金を

出資金に切り替えた額８億円）と、収益的支出から資本的支出に

変更した一般会計への納付金５億円の支払によるものである。  

なお、拡張事業費については、８９，１１９，４９３円（税込み）

で、前年度に比べ ８，４５３，２６５円の減少、つくばエクスプ

レス沿線整備事業費は９８，６４２，４６１ 円（税込み）で、前

年度に比べ１９４，４２０，６６９円の減少となっている。  

オ  議会議決事項  

議案番号  件             名  提出年月日  議決年月日  

議   案  

第４５号  

令 和 ２ 年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 補

正予算（第１号）  
R2. 6. 4 R2. 6.12 

議   案  

第８８号  

令 和 元 年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 決

算認定について  
R2. 9. 3 R2.10. 6 

議   案  

第９０号  

流 山 市 水 道 事 業 及 び 下 水 道 事 業 の

設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正

する条例の制定について  

R2. 9. 3 R2.10. 6 

議   案  

第１２２号  

令 和 ２ 年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 補

正予算（第２号）  
R2.11.26 R2.12.16 

議   案  

第 ２ ６ 号 

令 和 ３ 年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 予

算  
R3. 2.18 R3. 3.22 

カ  職員に関する事項（上下水道事業管理者及び再任用職員を除く。） 

職    種  
令和３年３月３１日  

現在の職員数（人）  

令和２年３月３１日  

現在の職員数（人）  

増減      

（人）  

事 務 職 員  １０  １０  ０  

技 術 職 員  ７  ７  ０  

合 計  １７  １７  ０  

 


